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Abstract:　 In cases in which junior high school students are unable to solve a problem by themselves, it is possible
to prevent the students from entering a maladaptive condition if appropriate requests for assistance can be made to
surrounding supporters. Therefore, from the viewpoint of preventing maladaptation to school, teachers were raised as
an element of support within school life, and the skill of junior high school students to request assistance from
teachers was made the focus of this research. Furthermore, particular emphasis was placed upon individual traits of
students within the process of requesting assistance, and the relationship between the skill of requesting assistance
and personality traits was examined for 562 junior high school students by using the "Big Five", a personality test
that has become prevalent in recent years. Results demonstrated the contribution towards the skill of requesting
assistance made by the traits of "agreeableness", or the desire to help others, and "intelligence", or the trait which
makes it possible to undertake various measures in an effort to solve a problem. Students who scored high in the
categories of "agreeableness" and "intelligence" also showed high scores in the three skills for help-seeking.





に 1 人の中学生が不登校の状態（30 日以上の欠席）である
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関東地区の 4 校（公立 2 校，私立 2 校）を調査対象とし
た。そのうち，562 名（1 年生男子 74 名，1 年生女子 88 名，
2 年生男子 59 名，2 年生女子 98 名，3 年生男子 132 名，3










ル（7 項目）」，「適切な言語的働きかけ（6 項目）」の 3 つの
下位尺度が得られている。Cronbach の α 係数は，「援助者
探索」は α ＝ .91，「ノンバーバル」は α ＝ .91，「適切な














い 5 項目を抽出し，合計 25 項目を用いた。さらに，先行研
究は大学生を対象とした尺度であったため，心理学科の大





































Table. 1　Norms for the Help-Seeking Skills Inventory
Table. 2　Norms for Big-Five Personality Inventory
次に，援助要請スキルとパーソナリティとの相関関係を
求めるべく，Pearson の相関係数を算出した。結果を以下に












岩瀧　大樹・山崎　洋史30VIF 指標を算出した。その結果，すべて VIF は 1.89 ～ 1.98 の数値であったため，問題はないと判断した。












実施した。結果を Table. 4 に示す。












Table. 5　A result of multiple regression analysis on Help-seeking Skills(sex)
* p<.05　** p<.01　*** p<.001
パーソナリティ
全体（ n=562) 外向性 協調性 勤勉性 情緒安定性 知性
援助要請スキル
援助者探索 .006 .339**  .066 .025 .316**
ノンバーバル .130** .394** .137** -.010 .390**
適切な言語的働きかけ .089* .370** .087* -.028 .366**
全体 援助者探索 ノンバーバル 適切な言語的働きかけ
n=562 β
外向性 -.10* .03 -.05
協調性 .27*** .28*** .26****
勤勉性 .04 .03 .03
情緒安定性 .04 -.02 -.04
知性 .22*** .27*** .26***
調整済み R2 .17 .22 .20
F値 21.90*** 31.80*** 27.15***
援助者探索 ノンバーバル 適切な言語的働きかけ
男子 n=265 β
外向性 -.09 -.01 -.02
協調性 .32*** .31*** .31***
勤勉性 .08 .04 -.02
情緒安定性 .03 -.02 -.05
知性 .26*** .30*** .30***
調整済み R2 .23 .26 .27
F値 16.60*** 19.62*** 20.31***
女子 n=297 β
外向性 -.01 .12* .04
協調性 .23*** .26*** .21**
勤勉性 -.02 -.02 .09
情緒安定性 .00 -.05 -.05
知性 .09 .20** .17**
調整済み R2 .10 .16 .11
F値 5.12*** 12.35*** 8.03***
中学生への教育相談的援助サービスに関する研究 31Table. 6　A result of multiple regression analysis on Help-seeking Skills(grade)





















































外向性 -.09 .01 .02
協調性 .10 .37*** .33***
勤勉性 .02 .05 .04
情緒安定性 -.05 -.15* -.18*
知性 .24** .18* .17*
調整済み R2 .13 .24 .20
F値 5.61*** 10.88*** 8.99***
2年生 n=157 β
外向性 -.01 .05 .09
協調性 .23** .27** .27***
勤勉性 .05 -.02 -.02
情緒安定性 .09 .02 .01
知性 .26** .26** .31***
調整済み R2 .14 .16 .22
F値 6.02*** 6.88*** 9.82***
3年生 n=243 β
外向性 -.12* .06 -.07
協調性 .33*** .26*** .25***
勤勉性 .05 .04 .07
情緒安定性 .08 .03 .03
知性 .18** .31*** .28***
調整済み R2 .17 .24 .18


















で高群（以下 H 群）と低群（以下 L 群）に分類した検討を
行った。結果は以下の通りであった（Table. 7）。
Table. 7　Mean scores and standard deviations (in High and Low group of Big-Five personality ) of Help-Seeking Skills and results of one-
sample t-Tests






























































































































































質問項目 第 1因子 第 2因子 第 3因子
1.援助者探索（8項目）
不安なことがあるとき，相談できる先生をさがすことができる。 0.860 0.036 -0.085
困ったとき，どの先生が助けてくれるかを判断することができる。 0.819 -0.068 0.054
相談の内容によって，一番信用できる先生をさがすことができる。 0.798 -0.037 0.068
相談の内容によって，一番ふさわしい先生をさがすことができる。 0.785 -0.076 0.152
相談をするときに，話をしやすい先生を判断することができる。 0.776 0.075 -0.188
不安なことがあるとき，勇気づけてくれる先生をさがすことができる。 0.744 0.087 -0.181
相談をしたいとき，先生のところへ行くことができる。 0.744 0.062 -0.010
相談をするときに，話をきいてくれそうな先生をさがすことができる。 0.604 -0.006 0.247
2.ノンバーバル（7項目）
困っていることを，しぐさなどで先生に伝えることができる。 -0.047 0.919 -0.030
先生に声をかけてもらいたいとき，表情で伝えることができる。 0.016 0.877 -0.073
困っていることを，表情に出して先生に伝えることができる。 -0.004 0.803 0.002
先生に声をかけてもらいたいとき，しぐさなどで伝えることができる。 0.062 0.799 -0.056
困っていることを，声の大きさを工夫して伝えることができる。 0.020 0.767 0.008
先生に声をかけてもらいたいとき，先生の方に目を向けることができる。 0.029 0.695 0.050







 2) 石隈利紀　学校心理学に基づく学校カウンセリングとは .　
カウンセリング研究 . 1996; 29: 226-239
 3) Scileppi.J.A.,T.E.Teed,Torres.R.D,　植村勝彦訳　「コミュニティ
心理学」　ミネルヴァ書房 , 京都 . 2005
 4) 高野明 , 宇留田麗　援助要請行動から見たサービスとしての学
制相談 . 教育心理学研究 .2002;50:113-125
 5) 文部科学省　文部科学省初等中等教育局（文部科学省 HP）　「非
行 防 止 教 室 用 プ ロ グ ラ ム 事 例 集」　http://www.mext.go.jp/
a_menu/shotou/seitoshidou/mondai04.htm (accessed 2007-10-06)
 6) 今津芳恵 .　社会的スキルの欠如が抑うつに及ぼす影響－女子
中学生を対象とした場合－ .　心理学研究 .2005;76:474-479
 7) 河村茂雄 .　学級適応とソーシャル・スキルとの関連の検討 . カ
ウンセリング研究 .2003;36:121-128
 8) 河村茂雄.　Q-Uによる学級経営スーパーバイズガイド　中学校
編 , 図書文化社 . 東京 2004
 9) 江村理奈 , 岡安孝弘 .　中学校における集団社会的スキル教育の
実践的研究 . 教育心理学研究 .2003;51:339-350
3.適切な言語的働きかけ（6項目）
どうしても先生にたのみたいことがあるとき，ていねいな言葉で伝えることができる。 -0.191 -0.068 0.828
相談したいことがあるとき，先生の様子を見て話しかけることができる。 0.000 0.064 0.709
先生に相談をした時，相談内容を他の人に言わないように確認することができる。 0.012 0.137 0.476
相談をするとき，話を始めるタイミングを判断することができる。 0.080 -0.009 0.467
分からないことがあるとき，どの先生が正しい情報を教えてくれるか判断することができる。 0.107 0.264 0.390
感情的にならずに，自分の気持ちを先生に話すことができる。 0.284 0.092 0.347
因子相関行列 第 2因子 0.648































中学生への教育相談的援助サービスに関する研究 3510)山口豊一 , 水野治久 , 石隈利紀 . 中学生の悩みの経験・深刻度と
被援助志向性の関連－学校心理学の視点を生かした実践のため




12)永井智 , 新井邦二郎 .　利益とコストの予期が中学生における友
人への相談行動に与える影響の検討 . 教育心理学研究 .2007,55-
2,197-207
13)岩瀧大樹 , 山崎洋史 .　中学生の教師への援助要請スキル関する
研究 -2　－学校生活適応との関連－ .　日本教育心理学会第 48
回大会発表論文集 .2006;363
14)岩瀧大樹 ,山崎洋史 . 中学生の教師への援助要請スキルに関する
研究 -3　－ストレス反応との関連－ .　日本教育心理学会第 49
回大会発表論文集 .2007;84
15)松井豊.　コミュニケーションに現れる性格.　「性格心理学への
招待〔改訂版〕」（詫摩武俊 , 瀧本孝雄 , 鈴木乙史 , 松井豊共著）
サイエンス社 , 東京 2003
16)原田純治 .　援助行動と動機・性格との関連 .　実験社会心理学
研究 .1990;39-2:109-121
17)石毛みどり , 無藤隆 .　中学生のレジリエンスとパーソナリティ
との関連　パーソナリティ研究 .2006;14-3:266-280
18)鈴木乙史 .　性格の適応的変化 .　「性格心理学への招待〔改訂
版〕」（詫摩武俊 , 瀧本孝雄 , 鈴木乙史 , 松井豊共著）サイエンス
社 , 東京 2003
19)瀧本孝雄 .　性格の特性論 .　「性格心理学への招待〔改訂版〕」
（詫摩武俊 , 瀧本孝雄 , 鈴木乙史 , 松井豊共著）サイエンス社 , 東
京 2003
20)村上宣寛 , 村上千恵子 .　主要 5 因子性格検査の尺度構成 .　性
格心理学研究 .1997;6-1:29-38
21)太田仁 .　たすけを求める心と行動 .2005; 金子書房 , 東京
22)岩瀧大樹 .　中学校入学時の子どもの期待・不安へのソーシャ
ル・スキル・トレーニング効果の検討 .　日本学校教育相談学会






25) Morris,S.C.,Rosen,S. Effect of felt adequacy and opportunity to




岩瀧　大樹 *1・山崎　洋史 *2 *3
*1 東京海洋大学非常勤講師 教職課程 教育相談










キーワード：　中学生 , ソーシャルスキル , パーソナリティ特性
)(
